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ビニールハウス内で育てられている『小松
菜』の収穫・袋詰め作業をさせていただきまし
た。お世話になっているお師匠さんに声をか
けていただき、初めての小松菜収穫。中腰で移
動しながらの作業なので、腰が痛くなりそうで
したが、小松菜の香りがいっぱいに広がるハウ
スの中はとても素敵な空間でした。
収穫後は、出荷用に袋詰めを行います。土な

どが付着していないかを入念にチェックして、
規定の量を計ります。袋詰めしやすくなる便利
アイテムを使って
袋にイン！
出荷された小

松菜が、全国の
スーパーに並ぶ
様子を想像しな
がらの作業は、
とても勉強にな
りました。

小松菜の収穫
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ロードローラー試乗

寒河江市商工会青年部の方々は、出前授業
「コドモモシゴト」事業を長年開催してくだ
さっています。この事業は、青年部の方々が小
学校に出向いて自社の仕事を体験できるブース
を設置し、児童に職業体験の機会を提供するも
ので、毎年多くの事業者の方が市内の各小学校
に出向き、様々な仕事を紹介しています。
今年は、11月の初旬に

南部小学校で開催され、
美容院や服の仕立て、メ
ガネ店、接骨院、道路工
事、クレーン作業、果実
の出荷など、８種類の仕
事を児童達が経験するこ
とができました。青年部
の皆さま、ありがとうご
ざいました。

クレーン作業
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先月、慈恩寺テラスにてマルシェが行われ、
私が所属しているNPO法人グラウンドワーク寒
河江も出店し、マコモダケの販売を行いました。
朝から里山にて収穫を行い、袋詰めをして採れ
たてのマコモダケを店頭に並べました。
売れ行きは好調で、わずか４時間程度で約80

袋を販売し、予定よりも早く店じまいをするこ
ととなりました。
年々マコモダケの注

目度が上がっているよ
うで嬉しいです。おす
すめの食べ方は、新鮮
で細くて柔らかいもの
は生のまま味噌マヨで、
固めのものは斜め切り
にして天ぷらにします。
次回はまた１年後の

収穫になります。
来年もお楽しみに！

マコモダケの販売

幸生で行われた原木なめこの収穫体験に参加
しました。今年の春に菌を原木に打つ体験をし、
今回は実際に収穫して、お味噌汁などにして頂
きましたが、原木なめこ特有の香りや歯ざわり
などは格別でした。
山形は原木なめこの生産が全国１位であり、

寒河江市は県内でも有数の生産地だそうですが、
菌床栽培のなめこに比べ、気候の影響を受ける
ため安定生産が難しく担い手不足などの課題が
あります。
なめこの菌

打ちや収穫の
体験はとても
興味深く、私
が協力隊を退
任した後に作
る作物の候補
の一つになり
ました。

原木なめこの収穫体験
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